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日本農芸 学会中四国支部 第 回若手 ン  

 生物資源 学 新 展開  

 

日時：2012 年 10  27 日 土 13:30  

会場：徳島大学 総合科学部 号館 階 第一会議室 

 

 

 

 

 

 

1. 13:30 ～ 14:00     長 中 裕 

物 イ 高機能 戦略 -筋萎縮 防 中心 - 

向井 理恵 徳島大院 HBS研究部  

 

2. 14:00 ～ 14:30     長 向井 理恵 

海洋渦鞭毛藻類 用代謝産物探索 

寺 健一 高知大 総合研究 ン  

 

休憩 14:30 ～ 14:50 

 

3. 14:50 ～ 15:20     長 寺 健一 

生物発 型 標識 料 創製 実用  

牧 昌次郎 電通大院 情報理工  

 

4. 15:20 ～ 15:50     長 牧 昌次郎 

発 系 利用 L- ン D- ン 生  

中  裕 徳島大院 SAS研究部  
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植物フ ノイドの高機能化戦略 

-筋萎縮予防を中心に- 

徳島大学大学院 ヘ スバイオサイ ンス研究部 食品機能学分野  

向井 理恵 

 
 

イ 物性食品 代表的 あ 物 産生

次代謝物 一種 diphenylpropane構造 (C6-C3-C6) 共通構造 一連 合物群 あ

種類 4000以 いわ 種々 健康増進効果 報告 い イ

う diphenylpropane構造 C5 isoprenoid group ( ) 結合

イ あ 科や ワ科 根 葉 種子 存在 知 い

養細胞や微生物 生理活性 研究 強い抗 抗腫瘍 抗酸 び 抗菌活性

見い イ 入

イ 高機能 繋 測 哺乳動物 い 入

イ 機能性 え 影響 明 例 い わ わ 実験動物

イ 機能性 評価 生体吸 び代謝経路 解明

イ 高機能 用性 実証 試 い

本講演 研究 果 一端 紹  

 

わ 国 超高齢社会 突入 健や 老年期 強い関心 い 々

寝 骨格筋 減少 廃用性筋萎縮 対 イ 防的 利用

い 考え 食品因子 経 摂 考え 場合 作用 十

あ 生体 多く吸 標的組織 多く蓄積 作用 発揮 必

要 あ イ 一種 あ 8- ン ン (PN) や

含 あ 生体内 酵素や腸内細菌 代謝 中 前駆物質 生

健康維持 増進効果 関 示唆 わ わ

ン ン (N) 脂溶性 高く 消 管細胞 透過 や く

標的組織 (骨格筋) 蓄積 増え 経 摂 い 機能性 発現 測

C57BL/6  (7wks, ) PNあ い N 混合 飼料 え 後 後肢 坐骨神経

除(SNX) 行う 廃用性筋萎縮 誘 解剖時 骨格筋 測定 PN 骨格

筋 減少 抑え N 効果 PN 骨格筋組織 蓄積 N 比較 著 く高
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い 示 ン ン 標的組織 あ 骨格筋 蓄積 増

加 廃用性筋萎縮 防 い 高い機能性 発揮 明

効果 解析 行 PN ン 質 解 関わ チン

Atrogin-1 発現 骨格筋 解 抑え 可能性 示 う

イ 入 生体利用性 変 確認 PN 場合 廃

用性筋萎縮抑制効果 発見  (Mukai et. al, PLoS ONE, In press) 一方

血中動態 調 実験 PN N 吸 くい 排出 遅い 確認

血中 移行  (吸 ) 高い 高機能 繋 いう 々 仮定 異 結果

あ 体内動態 変 要因 い 以 研究 進  

 イ 多く 配糖体 消 管 入 腸 膜細胞 込 過程 大半

ア ン 構造 腸 い ン酸抱合や硫酸抱合 チ 代謝

血中や ン 生体内 循環 各組織 配 イ 蓄積 報告

い 組織 臓器 脳 肺 心臓 消 管 肝臓 腎臓 骨格筋や皮膚 あ 蓄

積 大 あ 全身 至 い イ チン (Q) く

動物や 代謝研究 進 い 8- チン (PQ) 代謝研究

合物 合 研究 進 C57BL/6 Q あ い PQ 単回 ン 投 後

血中濃 変 測定 PQ代謝物 血中濃 Q代謝物 意 い あ Q 一

部 O- チ 体 変換 PQ投 血中 O- チ 率 Q 場合

少 次 腸管 吸 評価 結腸腺 ン由来 Caco-2 細胞 用い 腸

管透過 実験 行 PQ Q 細胞内 多く蓄積 透過 Q 比較

著 く少 PQ い血中濃 腸 吸 妨 あ 考

え 一方 養細胞 込 や細胞膜 模 膜 結合 PQ

Q 多 わ イ 摂 後一過性 血中濃 い 血中

組織 移行 や い 推定  

 以 イ 高機能 繋 一例 示 動物体内 高い

効果 体内動態や臓器 変 関連 思わ 後 実験

動物 対 イ 機能や代謝 関 研究 進 物資源 高機能

応用 い  
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海洋渦鞭毛藻類の有用代謝産物探索 

高知大学 総合研究センタ  海洋部門，IMT-MEXT 

小野寺 健一 

 

海洋渦鞭毛藻類 海洋 生息 顕微鏡 イ 単細胞藻類 あ 藻類

呼 い 関わ 保 鞭毛 用い 遊泳 行動 示

物 動物 イ 生物 い 生物的 興味深い

藻類 多様 生物活性物質 生産 い 知 様々 海洋現象

関 い 多く 海洋食中毒 原因毒 渦鞭毛藻類 生産 食物連鎖

経由 中毒 発症 い ン や 多様 海洋無脊 動

物 共生 海洋渦鞭毛藻類 存在 互い 助 合 い 様 海洋

渦鞭毛藻類 種々 学物質 生産 厳 い生存環境 生 抜く

戦略 立 い 海洋渦鞭毛藻類 養 煩雑 あ 代

謝産物研究 応用研究 い 他 生物程 進 い い 様 理

由 私 海洋渦鞭毛藻類 用物質 探索源 望 い

考え研究 続 い  

共生種海洋渦鞭毛藻類 一 あ Symbiodinium属渦鞭毛藻類

ン細胞 A431 Nakata 対 細胞毒性 示 子

zooxanthellactoneや 血管 縮 zooxanthellamide C類 単

構造 明 う zooxanthellamide C 類 最大

66員環 巨大 ン

子 2700程 大

子 あ 1 構 造 的

zooxanthellatoxin 類 2 類似

代謝産物 あ 生合

ン 異 い 新 代謝産物

あ 血管 縮活性

い zooxanthellamide C類 方

zooxanthellatoxin 類 高く

活性 特異 構造 

相関関係 興味 特異 子 い 学構造

ンや新規活性 明 各種海洋無脊 動物 共生藻類 単

zooxanthellamide C5 学構造 
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養 行い含 代謝産物 析 行 い イ由来

共生藻 新規 2743 巨大 質 示 代謝産物 発見

zooxanthellatoxin 類 得 由来 共生渦鞭毛藻株 Y6

2860 新規 質 示 代謝産物 得 い 現在 構造解析中 あ

構造 明 本 合物群 多様性 示

考え い  

養方法 い 改良 行 い 従来方法 多数

用い 行う 時間的 作業的 大変 あ 現在 方法 一

1000 L 大規模 養 行え 装置 使用 い 装置 使用

高知県海洋深層水研究所 共同研究 行 い 効率的 養技術

構築 現在行 い 養方法 改良 微 検出

代謝産物 探索 う 考え 用物質探索 為

選択肢 一 広 考え い  

 

 

参考文献 

1  Onodera K., Nakamura H., Oba Y., Ohizumi Y., Ojika M., J. Am. 

Chem. Soc., 2005, 127, 10406-10411. 

2  Nakamura H., Asari T., Murai A., Kan Y., Kondo T., Yoshida K.,  

Ohizumi Y., J. Am. Chem. Soc., 1995, 117, 550-551. 

3  Onodera K., The 9th Asia-Pacific Marine Biotechnology Conference,  

2012. 
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タ 生物発光型、標識 料の創製と実用化 

 

電気通信大学大学院 情報理工学研究科 

牧 昌次郎 

生物発 系 応経路 く 提唱

1
図1 生物発 中 解明

進的 あ 子 応機構 詳細 現代科学技術 複雑 あ

未 明 いわ 得 い 生物発

ン いわ 発 質

いう発 酵素 学 応

L-L 応 生 蛍 あ 蛍

書い 蛍 あ 蛍 変換

効率 高く 発熱 い 冷 いわ

い 応機構 図 う あ

ン 機 合物 酵素

内 AMP AMP 体 2 酵素内 酸素

ン中間体(3) いう高 中間体 解

ン4 解 4 励起状態 作 蛍 ン 励

起状態 底状態 失活 際 発 放出 あ 天然 発 質 発

酵素 使用 限 発 色 虫 同 黄緑色 560nm程 あ 一般的 米産

発 酵素 利用 系 pH 発 色 変 知 い

2,3
イ

イ ン 国際競 打 勝 可視 技術 進技術 保

課題 う 本研究 生物

発 系 人為制御 目的 輝 向 多

色 向 技術開発 行  

実用面 輝 あ 程 測定感

等価 あ 測定機器 性能向 高

感 進 考え 多色

料自体 発 色 変 機器

補う い わ 料 克服

他 技術 ア

い技術 あ 発 色変換技術 い 研究 開始 最終的 合物

学構造 発 色 イン 技術 創製 目標  

 

Fig. 2: Analogue provisions 

 

図 1: 生物発  
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生物発 系 生体内 応 あ 故 間違い 無い う 精密 質—酵素 応

生 う 進 い 僅 発 質 学構造 変え 発 能 顕著

減 く く 知 い 発 質 発 酵素 構

造活性相関 明 発 質類縁体 各種合 発 必須部 可変部

特定 一方 酵素変換 発 色変換 歴史 長く 世界的 膨大 酵素変異

体 作 極最近 酵素変異体 鉄道虫 酵素 天然 質 交

叉 応 利用 赤橙 黄 緑:630, 580, 550nm 料 製品 い

TriplucTM 変換域 80nm 一方 々 種以 質 構造活性相関

学構造変換 多色技術 学構造 イン 発 波長制御 米産蛍 酵素 対

技術 開発 可視領域 網羅 発 色
4
得 図  

生物発 系 様々 ン 利用 い 可視 技術

あ 多色 高輝 生体機能応用 あ 故 多 極

生体機能 人為制御 拒 く あ 生体機能 精密 高性能 あ 故 人間

儘 要求 剛直 あ 生体機能応用 機能解析 行い 制御 イン 明

実際 制御

4
利用 う 洗練 行く 要 あ 単 機能

解明 実用性あ 技術 い わ 明

異 い 欲 い機能 解明 人為制御 技術 い  

現在標識 料 生体内深部可視 向 長波長 あ 現状

生物発 系 販品 々 670〜680nm ア

TM
現状 世界

最長

4
あ 700nm望 く 750nm程 長波長 期待 高輝

5
長波長

あ 発 料 創製 イ イ ン 支え 可視 技術 世界的 競 最

前線 あ 間違い い 国 イ イ ン 盤技術 世界 向 提

案 く 産官学 交え 国際競 続く  

References 

1 Seliger, M. H. and McElroy, W. D., Arch. Biochem. Biophys., 1960, 88, 136-141. 

2 Branchini, B. R., Rollins, C. B., Photochem. Photobiol. 1989, 50, 679-684. 

3 White, E. H. and Roswell, D. F., Photochem. Photobiol. 1991, 53, 131-136. 

4 WO2009/096197, WO2010/106896, 特願2011-182224 

5 WO2007/116687 
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 タ 発光系を利用した L- シフ ンから 

タ D- シフ ンの生成 

徳島大学総合科学部 中  光裕 

 

 発 応 ン＝ 応 質 あ D- ン

D- イン 容易 合 イン 蛋白質 構 α-ア 酸

一 あ 通常 Ｌ体 存在 い L- イン 学異性体 あ L-

ン 合 L- ン 発 質 い く生物発 応 阻

害 長鎖脂肪酸や ン 補酵素 A CoA

知 い Fig. 1  

S

NN

S

CO2H

HO S

NN

S

O

HOS

NN

SHO

AMP

O
O2

S

NN

S

CO2H

HO S

NN

SHO

AMP

O

S

NN

SHO

S

O
CoA

O2

 oxyluciferin

+ luciferase + CO2 + AMP + PPi + h
D-luciferin

luciferase, ATP,  Mg2+

+ PPi

+ PPi

CoA-SH

dehydroluciferin

luciferase

luciferase

+ luciferase + AMP + PPi  

Fig. 1. Scheme for firefly bioluminescence (above) and dehydroluciferyl–CoA synthesis (below) by firefly 

luciferase. 

 

回 学異性体 あ L- ン 関 対 作用 調

結果 L- ン 作用 ATP Mg2+ CoA存在

-CoA 変換 確認 D- ン CoA く L-

ン 発 質 い D 型 発 L 型 CoA 応 互い 鏡像体

阻害 合う 確認 ン 認識

別 酵素 応 行い ンチ 同士 互い 活性 阻害 合 い

 

D- ン チ や い 結果

-CoA や い 考え L- ン CoA

-CoA 加水 解酵素 作用 Ｌ体

くＤ体 ン 得 考え Fig. 2 実際 応系 豚肝臓
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加え 用い CoA ン 加水 解 行い L-

ン D- ン 得 確認 わ 学異性体 L-

ン 発 酵素 作用 酵素的 発 質 D- ン 変換

回新 く開発 L- ン 酵素的 発

用い 応 発 増減

定 用い 出来  

 

S

NN

S

CO2H

HO

S

NN

S

O

HO

S

NN

SHO

AMP

O

O2

S

NN

S

CO2H

HO S

NN

SHO

AMP

O

S

NN

SHO

S

O

CoA

S

NN

SHO

S

O

CoA

 oxyluciferin

+ luciferase + CO2 + AMP + PPi + h

D-luciferin

luciferase, 

ATP, Mg2+

+ PPi

+ PPi

CoA-SH

L-luciferin

luciferase

luciferase

+ luciferase + AMP + PPi

CoA-SH

luciferase, 

ATP, Mg2+

hydrolysis
 

Fig. 2. Proposed mechanism for the production of D-luciferin from L-luciferin via luciferyl–CoA. 

 

最後 D- ン生合 い L- ン 経 D- ン

生合 い 確 抽出 蛋白質 用い 活性 無 確

結果 L- ン 効率 く D体 変換 確認 補

因子 ATP Mg2+ CoA 必要 あ イ 幼虫 虫 生

育段階 ン 用い 析 結果 全 ン L-

ン 存在 い 蛹 虫 体内 存在 イン

用い 析 結果 D- イン 存在 確認 結果 L- ン

D- ン 生合 中間体 可能性 示唆 い 以 L-

イン L- ン 合 立体 転 D- ン 合 い

考え  

 

 

H


